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  〔千葉医学　89：79， 2013〕 
　千葉医学雑誌89巻 2号には，研究紹介 1編，話
題 4編，エッセイ 1編，千葉医学会例会報告 1編，
Open Access Paper 1編を掲載させていただきま
した。
　研究紹介では岩田　曜先生による「冠動脈疾患
治療部」の最近の業績が紹介されています。近
年，虚血性心疾患の治療法として経皮的冠動脈イ
ンターベンション（PCI）が普及してきました。
本学でこのPCIを担当する部門が冠動脈疾患治療
部です。現循環器内科教授の小林欣夫教授が責任
者となってから治療の質・量とも著しく向上しま
した。PCI症例数は年間400例に到達する勢いで，
国立大学附属病院でもトップクラスの症例数と
なっていることが紹介されています。
　話題が 4編投稿されています。杉田克生先生の
「医学用語語原対話　Ⅱ」では，順天堂大学名誉
教授の池田黎太郎先生との対談形式で医学用語の
語原について解説されています。日本の先人が漢
字を駆使して解剖用語を造ってきたことには私も
感服しました。日本語には外来語用にカタカナと
いう文字があるにも関わらず，ここまで漢字表現
に拘れたのは，明治初頭の知識人が西欧の先端的
学問に対応できる能力を備えていたからのようで
す。現代に生きる我々がその恩恵を受けている訳
で，学問とか学術がそのように継承されてきたの
だということ改めて実感しました。
　織田成人先生の「第25回日本外科感染症学会学
術集会を振り返って」は，2012年11月21，22日に
幕張で開催された日本外科感染症学会学術集会の
報告です。最新の外科感染症研究の方向性や国際
連携のあり方などが招請された講演者らにより紹
介され，実り多い学術集会となったことをご報告
いただきました。織田先生のリーダーシップのも
と教室員のご尽力により大会が成功裡に開催され
たことに心より敬意を表します。
　野田公俊先生が細菌学会で伝統のある浅川賞を
受賞し，その記念講演の要旨が「病原細菌のAB5
型トキシンの作用機構等に関する研究」として紹
介されました。「松戸ゐのはな会報のご紹介」も
野田先生からいただきました。地区のゐのはな同
窓会の会報がこれまで千葉医学雑誌で紹介された
という記憶はありませんが，会長の小野和則先生
を始め同窓会員のご尽力により魅力的な同窓会誌
が作成されています。他地区の参考にもなります
ので，今後も各地区の特色ある同窓会誌をご紹介
いただければと思います。
　髙野光司先生のエッセイは我が国の生理学の黎
明期に活躍された先生方についてのお話しで，特
に東京大学の日本人として三番目の教授であった
橋田邦彦について詳しく述べられています。タイ
トルの「文部大臣のいた刑務所」は，後に文部大
臣になられた橋田先生がドイツ留学中に第一次世
界大戦で敵国人として捕えられ，南ドイツのエス
リンゲンにある刑務所に留置されていたことに由
来します。橋田先生の高弟の一人が本学の元生理
学教授鈴木正夫教授であり，千葉大学医学部との
関係も明らかになります。私の学生時代は次の本
間三郎教授が教室を主宰されており，入学時に本
間先生（当時，学務委員長をされていたのかと思
います）が「学生は真理の探求に努めなければな
らない」と新入生を前に説かれたことを今でも思
い出します。
　英語論文であるOpen Access Paperには公益
財団法人ちば県民保健予防財団総合健診センター
の山口和也先生による大腸内視鏡検査時の苦痛軽
減に関する体位変換の有用性についての研究が掲
載されています。体位変換を積極的に行うこと
で，検査後の腹部膨満感が減少することを明らか
にしています。
　学会は小児外科学講座例会の抄録が収載されて
います。症例報告から先端的研究まで多彩な発表
があり，診療，研究活動の充実が伺われる内容で
す。
　2013年度の日本学士院の恩賜賞が建築家の槇 
文彦に授与されることが決定しました。受賞の根
拠となる作品は「名古屋大学豊田講堂」です。医
学部の85周年記念講堂は槇文彦が上記講堂の次に
設計された建造物であり，彼の代表的建築物のひ
とつです。建設から50年以上を経て老朽化が進
み，利用できない状況が続いていましたが，関係
者のご尽力によりその全面的改修が行われること
になりました。改修修了は2014年 4月以降になる
ようですが，甦る記念講堂から次世代をリードす
る千葉大学医学部のリノベーションがスタートす
ることを祈念します。
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